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平
成
三
十
年
度
全
国
統
一
防
火
標
語

忘
れ
て
な
い
？　

サ
イ
フ
に
ス
マ
ホ
に　

火
の
確
認

(１）（昭和26年８月１日第３種郵便物認可） 消　防　秋　田 平成30年10月15日（毎月１回15日発行）　№776

　

第
五
五
回
秋
田
県
消
防
操
法
大
会
は
九

月
一
日(

土)

、秋
田
県
消
防
学
校
放
水
訓

練
場(

由
利
本
荘
市
岩
城)

に
お
い
て
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

横
手
市
十
文
字
消
防
団 

柿
﨑
孝
一
副

団
長
の
総
指
揮
に
よ
り
選
手
が
入
場
、
引

き
続
き
開
会
式
が
行
わ
れ
、
前
回
大
会
の

優
勝
団
か
ら
優
勝
旗
が
返
還
さ
れ
た
後
、

堀
井
啓
一
秋
田
県
副
知
事
並
び
に
中
田
潤 

秋
田
県
消
防
協
会
長
が
主
催
者
の
あ
い
さ

つ
を
述
べ
ま
し
た
。

　

ま
た
、多
数
の
ご
来
賓
を
代
表
し
て
、秋

田
県
議
会
議
長 

鶴
田
有
司
様
か
ら
ご
祝

辞
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

小
松
弘
樹 

秋
田
県
消
防
学
校
長
か
ら

審
査
長
指
示
が
あ
り
、
男
鹿
潟
上
南
秋
支

部
大
潟
村
消
防
団 

吉
原
忍
班
長
が
選
手

宣
誓
を
行
い
ま
し
た
。

　

県
内
九
支
部
の
予
選
を
勝
ち
抜
い
た
ポ

ン
プ
車
操
法
の
部
に
七
分
団
、
小
型
ポ
ン

プ
操
法
の
部
に
九
分
団
、ま
た
、軽
可
搬
ポ

ン
プ
操
法
の
部
に
は
、四
隊
が
出
場
し
、日

ご
ろ
の
訓
練
の
成
果
を
競
い
ま
し
た
。　

　

午
前
中
に
行
わ
れ
た
、
小
型
ポ
ン
プ
操

法
の
部
で
は
、
美
郷
町
消
防
団
第
二
分
団

が
、
前
回
大
会
に
引
き
続
き
優
勝
し
た
ほ

か
、軽
可
搬
ポ
ン
プ
操
法
の
部
で
は
、昨
年

の
覇
者
潟
上
市
女
性
消
防
隊
の
成
績
を
上

回
っ
た
、
秋
田
市
女
性
消
防
隊
が
優
勝
を

勝
ち
取
り
、
来
年
度
開
催
す
る
全
国
大
会

の
切
符
を
手
に
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
午
後
か
ら
行
わ
れ
た
ポ
ン
プ
車

操
法
の
部
に
お
い
て
は
、
大
潟
村
消
防
団

第
三
分
団
が
優
勝
に
輝
き
、
県
代
表
と
な

り
ま
し
た
。

　

競
技
の
結
果（
優
秀
選
手
賞
を
含
む
）は

別
記
の
と
お
り
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

県
代
表
は
大
潟
村
消
防
団

第
五
五
回

第
五
五
回 
秋
田
県
消
防
操
法
大
会

秋
田
県
消
防
操
法
大
会

第
五
五
回

第
五
五
回 
秋
田
県
消
防
操
法
大
会

秋
田
県
消
防
操
法
大
会

第
五
五
回 
秋
田
県
消
防
操
法
大
会

平
成
三
十
年
秋
の
火
災
予
防
運
動

　
　

一
一
月
四
日（
日
）〜
一
一
月
一
〇
日（
土
）

美郷町消防団第二分団

秋田市女性消防隊 大潟村消防団第三分団
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第55回秋田県消防操法大会成績表
【小型ポンプ操法の部】
順　位 出　場　団　名 タイム（秒） 総得点（点）
優　勝 美郷町消防団第２分団 42.78 93.0
第２位 小坂町消防団第４分団 42.76 91.0
第３位 三種町消防団第５分団 43.31 89.5
優秀賞 横手市十文字消防団第３分団 44.37 89.0

東成瀬村消防団第３分団 45.02 88.0
井川町消防団第２分団 43.47 85.5
秋田市消防団河辺第１分団 46.99 83.5
大館市消防団第１１方面隊 45.68 80.5
由利本荘市消防団鳥海分団 45.76 79.5

【ポンプ車操法の部】

順　位 出　場　団　名 タイム（秒） 総得点
（点）第１線 第２線

優　勝 大潟村消防団第３分団 54.64 64.87 180.5
第２位 鹿角市消防団第５分団 54.47 66.28 178.5
第３位 三種町消防団第１分団 53.65 66.65 172.5
優秀賞 秋田市消防団保戸野分団 59.76 71.43 170.5

横手市十文字消防団第３分団 57.29 72.48 164.0
にかほ市消防団第３分団 56.24 67.95 161.0
北秋田市消防団第１０分団 60.34 72.43 144.0

【軽可搬ポンプ操法の部】
順　位 出　場　隊　名 タイム（秒） 総得点（点）
優　勝 秋田市女性消防隊 58.63 85.0

潟上市女性消防隊 58.28 82.5
横手市山内女性消防隊 60.16 80.5
大仙市女性消防隊 59.20 80.0

【優秀選手賞】

区  分 小型ポンプ操法 ポンプ車操法 軽可搬ポンプ操法
出場団名 氏　名 出場団名 氏　名 出場隊名 氏　名

指揮者 小坂町消防団
第４分団 亀田　憲人 秋田市消防団

保戸野分団 柴田　　力 横手市山内
女性消防隊 木村　節子

１番員 三種町消防団
第５分団 田村　悠人 大潟村消防団

第３分団 佐藤　真悟 潟上市
女性消防隊 小野　千歳

２番員 横手市十文字
消防団第３分団 髙橋　和稔

三種町消防団
第１分団 國柄　清樹 横手市山内

女性消防隊 高橋　恵美

３番員 東成瀬村消防団
第３分団 鈴木　健二 鹿角市消防団

第５分団 安保　崇司 秋田市
女性消防隊 木村　綾子

４番員 秋田市消防団
保戸野分団 佐藤　聖仁 潟上市

女性消防隊 安田さおり

　

大
会
審
査
班
長

　
　
　

秋
田
県
消
防
学
校　

榊
田　

和
則

■
総　
　

合

   

本
大
会
の
「
ポ
ン
プ
車
の
部
」
と
「
軽

可
搬
ポ
ン
プ
の
部
」
は
全
国
大
会
の
予
選

を
兼
ね
て
お
り
、
白
熱
し
た
競
技
が
展
開

さ
れ
た
。

　

昨
年
度
の
課
題
で
あ
っ
た
ホ
ー
ス
ラ
イ

ン
の
蛇
行
は
多
く
の
隊
で
改
善
さ
れ
、
結

競
技
審
査
の
講
評

優
秀
選
手
の
紹
介

一
番
員

　

佐
藤　

真
悟

二
番
員

　

國
柄　

清
樹

三
番
員

　

安
保　

崇
司

四
番
員

　

佐
藤　

聖
仁

一
番
員

　

田
村 

悠
人

二
番
員

    

髙
橋　

和
稔

三
番
員

　

鈴
木　

健
二

■
小
型
ポ
ン
プ
操
法

　

指
揮
者

　
　

亀
田　

憲
人

■
ポ
ン
プ
車
操
法

　

指
揮
者

　
　

柴
田　

力

果
操
作
タ
イ
ム
の
短
縮
に
繋
が
っ
て
い

た
。
規
律
、
動
作
も
昨
年
度
よ
り
レ
ベ
ル

が
上
が
り
、
日
頃
の
練
習
の
成
果
が
出
て

い
た
と
感
じ
た
。
一
方
で
、
ノ
ズ
ル
の
操

作
要
領
不
適
や
規
定
外
圧
力
送
水
が
ま
だ

あ
り
、
さ
ら
な
る
訓
練
が
必
要
と
考
え

る
。

■
ポ
ン
プ
車
操
法
の
部

　

規
定
外
圧
力
送
水
が
複
数
隊
あ
っ
た
。

送
水
圧
力
は
計
器
を
し
っ
か
り
確
認
し
行

っ
て
ほ
し
い
。
二
番
員
と
四
番
員
の
さ
ら

な
る
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
が
必
要
と
感
じ
た
。

■
小
型
ポ
ン
プ
操
法
の
部

　

タ
イ
ム
は
全
体
的
に
速
く
な
り
、
特
に

上
位
は
僅
差
で
あ
っ
た
。
個
々
の
動
作
を

さ
ら
に
確
実
に
す
る
こ
と
を
目
標
に
訓
練

し
て
も
ら
い
た
い
。
一
番
員
の
動
作
が
要

で
あ
る
と
感
じ
た
。

■
軽
可
搬
ポ
ン
プ
操
法
の
部

　

昨
年
度
か
ら
男
性
と
同
じ
標
的
と
な
っ

た
が
、
す
べ
て
有
効
注
水
で
標
的
を
倒
し

た
。
確
実
な
動
作
に
加
え
、
ス
ピ
ー
ド
ア

ッ
プ
を
目
標
に
訓
練
し
て
も
ら
い
た
い
。

二
番
員
の
動
作
が
要
で
あ
る
と
感
じ
た
。
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第
三
七
回
全
国
消
防
殉
職
者
慰
霊
祭

は
、
九
月
一
三
日
（
木
）
午
前
一
〇
時
か

ら
日
本
消
防
会
館
ニ
ッ
シ
ョ
ー
ホ
ー
ル

（
東
京
都
港
区
虎
ノ
門
）
で
行
わ
れ
、
秋

本
敏
文
日
本
消
防
協
会
長
の
式
辞
に
続

き
、
内
閣
総
理
大
臣（
代
理
）、
野
田
総
務

大
臣
ら
が
追
悼
の
こ
と
ば
を
述
べ
ら
れ
ま

し
た
。

　

全
国
の
殉
職
者
数
は
、
新
た
に
合
祀
さ

れ
た
六
柱
を
加
え
五
，
七
五
七
柱
と
な
り

ま
し
た
。

御霊の奉納
ご遺族と中田会長

（
公
財
）日
本
消
防
協
会

　

殉
職
者
氏
名　
　
　

遺
族
氏
名

栗　

山　

克　

雄

栗　

山　

尚　

子

安　

倍　

久
仁
夫

栗　

山　

富　

雄

安　

倍　
　
　

強

■
本
県
か
ら
出
席
し
た
ご
遺
族

全
国
消
防
殉
職
者
慰
霊
祭

一
番
員

　

小
野　

千
歳

二
番
員

　

高
橋　

恵
美

三
番
員

　

木
村　

綾
子

四
番
員

　

安
田
さ
お
り

■
軽
可
搬
ポ
ン
プ
操
法

　

指
揮
者

　
　

木
村　

節
子

　

秋
田
県
消
防
学
校
第
七
二
期
初
任
教
育
の
修
了
式
が
九
月
一
九
日（
水
）、
同
校
の

屋
内
訓
練
場
で
修
了
生
の
ご
家
族
や
ご
来
賓
約
二
〇
〇
名
が
出
席
し
て
行
わ
れ
ま
し

た
。
五
四
名
の
修
了
生
は
、
六
ヶ
月
間
の
厳
し
い
訓
練
を
乗
り
越
え
、
明
日
か
ら
ぞ

れ
の
所
属
消
防
本
部
に
着
任
し
、
消
防
士
と
し
て
活
動
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

修
了
式
は
、
小
松
学
校
長
が
修
了
生
一

人
ひ
と
り
に
修
了
証
書
と
成
績
優
秀
者
に

表
彰
状
を
授
与
し
た
後
、
秋
田
県
知
事
あ

い
さ
つ
（
鶴
田
秋
田
県
総
務
部
次
長
代

読
）
来
賓
祝
辞
（
鈴
木
秋
田
県
消
防
長
会

副
会
長
・
中
田
秋
田
県
消
防
協
会
長
）
と

続
き
、
修
了
生
が
答
辞
を
述
べ
、
最
後
に

校
歌
を
斉
唱
し
て
終
え
ま
し
た
。

■
優　

秀　

賞
（
二
名
）

　
能
代
山
本
広
域
市
町
村
圏
組
合
消
防
本
部 

大
山
大
之
亮

　
横
手
市
消
防
本
部 

小
松
田
翔
太

■
功　

労　

賞
（
五
名
）

　
能
代
山
本
広
域
市
町
村
圏
組
合
消
防
本
部 

若
狭　

芳
明

　
湯
沢
雄
勝
広
域
市
町
村
圏
組
合
消
防
本
部 

佐
藤
惣
太
郎

　
横
手
市
消
防
本
部 

菅
野　

哲
也

　
秋
田
市
消
防
本
部 

佐
々
木
秀
仁

　
秋
田
市
消
防
本
部 

簾
内　
　

翔

秋 田 県
消防学校
秋 田 県
消防学校

初
任
教
育
第
七
二
期
修
了
式

初
任
教
育
第
七
二
期
修
了
式

初
任
教
育
第
七
二
期
修
了
式

五
四
名
修
了

五
四
名
修
了 

第
一
線
で
の
活
躍
を
期
待

第
一
線
で
の
活
躍
を
期
待

五
四
名
修
了 

第
一
線
で
の
活
躍
を
期
待

表
彰
状
授
与
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北
秋
田
市
消
防
本
部　

小
林　

奎
斗

　

入
寮
当
時
は
何
も
分
か
ら
ず
一
日
一
日

大
変
で
し
た
が
、
訓
練
等
を
通
し
て
消
防

士
と
し
て
必
要
な
こ
と
を
学
ぶ
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　

優
し
く
、
厳
し
く
丁
寧
に
教
え
て
い
た

だ
い
た
教
官
の
方
々
に
感
謝
し
、
目
標
の

消
防
士
に
な
れ
る
よ
う
頑
張
り
た
い
で
す
。

由
利
本
荘
市
消
防
本
部　

佐
藤　
　

迅

　

た
く
さ
ん
の
方
々
の
支
え
が
あ
り
、
今

日
ま
で
く
る
こ
と
が
で
き
た
と
改
め
て
実

感
し
て
い
る
。

　

七
二
期
の
同
期
、
学
校
の
ス
タ
ッ
フ
、

所
属
の
先
輩
方
、
家
族
に
支
え
ら
れ
消
防

人
と
し
て
大
き
く
成
長
で
き
た
半
年
間
で

あ
っ
た
。

に
か
ほ
市
消
防
本
部　

 

三
浦　

佑
斗

　

入
校
時
は
、
頭
髪
、
眉
毛
、
服
装
を
厳

し
く
指
導
さ
れ
、
通
常
点
検
や
訓
練
礼
式

は
苦
労
し
ま
し
た
。
半
年
間
の
体
力
錬

成
、
訓
練
を
乗
り
越
え
ら
れ
た
の
は
仲
間

と
教
官
、
講
師
の
お
陰
だ
と
思
い
ま
す
。

　

所
属
に
戻
っ
て
も
、
消
防
学
校
で
学
ん

だ
事
を
思
い
出
し
、頑
張
っ
て
い
き
ま
す
。

　
　

 

横
手
市
消
防
本
部 　

熊
谷　

一
真

　

最
初
は
何
も
分
か
ら
ず
に
入
校
し
、
団

体
で
の
生
活
や
活
動
が
と
て
も
難
し
か
っ

た
で
す
。
バ
ラ
バ
ラ
だ
っ
た
集
団
が
山
形

県
と
の
交
流
を
機
に
一
丸
と
な
り
ま
し

た
。
校
長
査
閲
で
は
最
高
の
査
閲
が
で
き

た
と
思
い
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

第 72 期
初任教育

秋
田
県
消
防
学
校

半
年
間
を

　
　

振
り
返
っ
て

　
　
　

秋
田
市
消
防
本
部　

鎌
田　

雄
大

　

四
月
九
日
に
入
校
し
て
早
く
も
半
年
が

経
ち
ま
し
た
。
右
も
左
も
分
か
ら
な
い
と

こ
ろ
か
ら
の
ス
タ
ー
ト
で
生
活
ス
タ
イ
ル

も
本
当
に
大
変
で
し
た
。

　

今
で
は
こ
の
生
活
が
当
た
り
前
に
な
っ

た
と
感
じ
て
い
ま
す
。
自
分
が
生
き
て
き

た
二
四
年
間
で
最
も
充
実
し
た
半
年
間
だ

っ
た
と
思
い
ま
す
。

　
　
　

秋
田
市
消
防
本
部　

加
藤　
　

猛

　

半
年
前
、
自
分
は
卒
業
す
る
頃
に
は
も

っ
と
消
防
士
ら
し
く
な
る
も
の
だ
と
思
っ

て
い
ま
し
た
。
し
か
し
実
際
は
想
像
し
て

い
た
も
の
に
到
底
及
び
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

こ
こ
か
ら
が
ス
タ
ー
ト
な
の
だ
と
改
め

て
実
感
し
ま
し
た
。
自
分
の
理
想
に
追
い

つ
く
た
め
、
己
に
打
ち
勝
ち
日
々
努
力
し

て
い
き
た
い
で
す
。

　
　
　

大
館
市
消
防
本
部　

榊　
　

拓
朗

　

消
防
学
校
で
過
ご
し
た
半
年
間
は
、
自

分
を
大
き
く
成
長
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
た

素
晴
ら
し
い
期
間
だ
っ
た
。

　

座
学
や
訓
練
、
体
力
錬
成
、
通
常
点
検

な
ど
厳
し
い
こ
と
が
多
か
っ
た
が
、
仲
間

の
お
陰
で
乗
り
越
え
る
こ
と
が
で
き
た
。

こ
れ
か
ら
も
七
二
期
の
絆
を
大
切
に
し
て

い
き
た
い
。

能
代
山
本
広
域
市
町

村
圏
組
合
消
防
本
部

消
防
士

　

 

若
狭　

芳
明

秋
田
県
消
防
学
校

学
校
長

　

 

小
松　

弘
樹

学
校
長
式
辞
（
要
約
）

修
了
生
答
辞
（
要
約
）

　

春
、
夏
、
秋
と
季
節
も
移
り
変
わ
り
、

い
よ
い
よ
こ
の
消
防
学
校
を
巣
立
ち
、
現

場
で
活
躍
す
る
と
き
が
き
ま
し
た
。

　

近
年
、
地
震
や
異
常
気
象
に
よ
る
大

雨
、
土
砂
災
害
な
ど
各
種
災
害
に
よ
る
悲

惨
な
ニ
ュ
ー
ス
は
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。
こ

う
し
た
中
で
、
私
た
ち
は
地
域
住
民
の
安

心
安
全
を
守
り
、
困
っ
て
い
る
人
を
助
け

た
い
と
い
う
初
心
と
使
命
感
を
忘
れ
ず
、

消
防
業
務
に
尽
力
し
て
参
り
ま
す
。

　

こ
の
半

年
間
、
こ

の
消
防
学

校
で
培
っ

た
こ
と
を

胸
に
、
各

地
域
そ
し

て
秋
田
県

消
防
の
更

な
る
発
展

に
資
す
る

こ
と
を
誓

い
、
答
辞

と
い
た
し

ま
す
。

　

皆
さ
ん
は
こ
の
半
年
間
、
志
を
同
じ
く

す
る
仲
間
と
寝
食
を
と
も
に
し
、
夢
を
語

り
合
い
、
友
情
を
深
め
て
、
苦
楽
を
分
か

ち
合
っ
て
き
ま
し
た
。

　

時
に
は
ラ
イ
バ
ル
と
し
て
切
磋
琢
磨

し
、
時
に
は
仲
間
と
し
て
支
え
合
っ
た
第

七
二
期
生
五
四
名
の
仲
間
と
の
信
頼
と
友

情
は
、
皆
さ
ん
の
成
長
に
大
き
な
役
割
を

果
た
し
た
と
思
い
ま
す
。

　

こ
の
絆
は
こ
れ
か
ら
の
消
防
人
生
に
お

い
て
大
き
な
財
産
と
な
り
ま
す
。
ど
う
か

生
涯
、
大
切
に
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

各
消
防
本
部
で
は
、
皆
さ
ん
の
若
い
力

に
大
い
に
期
待
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
同

じ
よ
う
に
地
域
の
住
民
が
皆
さ
ん
を
頼
り

に
し
て
い
る
は
ず
で
す
。
初
心
を
忘
れ
ず

に
、
信
念
を
持
っ
て
職
責
を
果
た
し
て
く

だ
さ
い
。

　

結
び
に
、
皆
さ
ん
の
半
年
間
の
努
力

に
、
深
い
敬
意
を
表
し
ま
す
。
本
当
に
ご

苦
労
様
で
し
た
。
ど
う
か
健
康
や
事
故
に

注
意
さ
れ
、
充
実
し
た
消
防
人
生
を
歩
ん

で
く
だ
さ
い
。

　

皆
さ
ん
の
今
後
の
健
闘
を
心
か
ら
祈
念

申
し
上
げ
、
式
辞
と
い
た
し
ま
す
。
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鹿
角
広
域
消
防
本
部　
　

佐
々
木
卓
人

　

こ
の
半
年
間
で
、
消
防
士
と
し
て
の
基

礎
的
な
知
識
と
技
術
を
身
に
付
け
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
公
務
員
と
し
て

の
生
活
の
仕
方
や
集
団
生
活
の
難
し
さ
を

学
ん
だ
。
こ
れ
ま
で
学
ん
だ
こ
と
を
、
消

防
人
生
に
生
か
し
て
い
き
た
い
。

能
代
山
本
広
域
消
防
本
部　

菊
池　

雄
大

　

こ
の
半
年
間
を
振
り
返
る
と
、
行
事
や

寮
生
活
で
の
楽
し
い
想
い
出
、
訓
練
な
ど

の
苦
し
い
想
い
出
、
ど
ち
ら
も
今
と
な
っ

て
は
、
と
て
も
良
い
仲
間
達
が
い
た
か
ら

こ
そ
感
じ
る
こ
と
が
で
き
た
と
思
う
。
大

切
な
想
い
出
を
今
後
の
消
防
人
生
に
生
か

し
て
い
き
た
い
。

湖
東
地
区
消
防
本
部 　

武
田　

晃

　

こ
の
半
年
間
を
七
二
期
と
共
に
過
ご
し

た
日
々
は
、
私
の
消
防
人
生
に
お
い
て
大

き
な
財
産
と
な
っ
た
。
日
々
の
訓
練
で
身

に
付
け
た
、
知
識
や
技
術
を
所
属
に
戻
っ

て
か
ら
更
に
高
め
、
地
域
住
民
が
安
心
安

全
に
生
活
で
き
る
よ
う
努
力
し
た
い
。

男
鹿
地
区
消
防
本
部　

 

菅
原　
　

翼

　

和
衷
協
同
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
も
と
、
仲

間
と
の
共
同
生
活
、
訓
練
を
乗
り
越
え
て

き
た
こ
と
が
印
象
に
残
っ
て
い
ま
す
。

　

仲
間
の
支
え
も
あ
り
、
と
て
も
充
実
し

た
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
所

属
で
も
、
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
を
大
切
に
頑
張

っ
て
い
き
た
い
で
す
。

大
曲
仙
北
広
域
消
防
本
部　

山
崎　

祐
太

　

半
年
間
を
振
り
返
る
と
、
入
校
時
に
は

心
身
と
も
に
未
熟
で
あ
っ
た
私
が
、
座
学

や
訓
練
を
通
し
て
消
防
人
ら
し
く
成
長
し

た
と
思
う
。
全
て
の
基
本
と
な
る
知
識
や

技
術
を
学
ん
だ
た
め
、
そ
れ
ら
を
配
属
先

で
活
用
し
て
頑
張
り
た
い
。

大
曲
仙
北
広
域
消
防
本
部　

戸
嶋　

大
夢

　

緊
張
と
不
安
で
全
く
眠
れ
な
か
っ
た
四

月
か
ら
消
防
学
校
で
の
半
年
間
の
生
活
が

始
ま
り
ま
し
た
。
訓
練
や
座
学
、
効
果
測

定
な
ど
覚
え
る
こ
と
が
多
く
、
余
裕
は
全

く
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
、
校
長

査
閲
で
は
半
年
間
の
集
大
成
を
見
せ
る
こ

と
が
で
き
て
良
か
っ
た
で
す
。

大
曲
仙
北
広
域
消
防
本
部　

安
藤　

啓
斗

　

初
任
教
育
で
学
ぶ
半
年
間
が
終
わ
り
、

入
学
し
た
時
は
右
も
左
も
分
か
ら
な
か
っ

た
が
、毎
日
の
座
学
や
訓
練
を
通
し
て
、今

で
は
考
え
て
行
動
で
き
る
よ
う
に
な
っ

た
。さ
ら
に
、
良
い
仲
間
が
で
き
た
の
で
、

こ
の
関
係
を
大
切
に
し
て
い
き
た
い
。

湯
沢
雄
勝
広
域
消
防
本
部　

古
谷　

優
樹

　

こ
の
半
年
間
は
今
ま
で
の
人
生
の
中
で

一
番
濃
い
期
間
だ
っ
た
と
感
じ
て
い
ま

す
。
辛
い
こ
と
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し
た

が
、
教
官
方
が
最
後
ま
で
厳
し
く
指
導
し

て
く
れ
た
か
ら
こ
そ
、
気
持
ち
を
切
ら
さ

ず
に
頑
張
る
こ
と
が
で
き
た
と
思
い
ま

す
。
い
よ
い
よ
長
い
消
防
人
生
が
ス
タ
ー

ト
し
ま
す
が
、
精
一
杯
職
務
に
励
ん
で
い

き
ま
す
。

　
「
灼
熱
の
大
火
災
を
振
り
返
っ
て

　
　

〜
心
と
モ
ノ
の
備
え
を
大
切
に
〜
」

　

八
年
前
、
現
在
の
住
居
に
引
っ
越
し
て

き
た
私
は
、
知
人
か
ら
の
誘
い
を
受
け
て

消
防
団
に
入
り
ま
し
た
。
入
団
し
て
四
年

が
経
ち
ま
し
た
が
、
火
災
に
出
動
し
て
も

誤
報
だ
っ
た
り
鎮
火
し
て
い
た
り
と
、
災

害
の
経
験
が
ほ
と
ん
ど
な
い
ま
ま
年
月
は

過
ぎ
、
私
は
班
長
を
拝
命
し
て
い
ま
し
た

が
、
消
防
団
の
活
動
は
現
場
の
後
片
付
け

や
鎮
火
後
の
警
戒
ぐ
ら
い
で
、
そ
れ
ほ
ど

知
識
も
技
術
も
い
ら
な
い
だ
ろ
う
と
思
っ

て
お
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
思
い
も
よ
ら
な
い
こ
と
は
本

当
に
あ
る
も
の
で
す
。
そ
の
と
き
は
突
然

に
や
っ
て
き
ま
し
た
。

　

そ
れ
は
た
ま
た
ま
休
暇
を
取
っ
て
い
た

日
で
し
た
。
春
の
火
災
予
防
運
動
が
始
ま

消
防
団
員

意
見
発
表
会
(三)

第14回

玉
尾　

宏
樹

　

・
秋
田
市
消
防
団

　
　

班
長

　

・
勤
続
八
年

　

・
会
社
員

り
、
広
報
に
出
発
す
る
団
員
を
見
送
る

と
、
近
所
の
消
防
署
か
ら
サ
イ
レ
ン
が
聞

こ
え
て
き
ま
し
た
。
管
内
の
工
場
で
火
災

が
発
生
し
た
と
の
こ
と
。
直
ぐ
団
員
に
集

合
を
か
け
、
私
も
法
被
か
ら
活
動
服
に
着

替
え
て
火
災
現
場
へ
向
か
い
ま
し
た
。

　

時
刻
は
夕
方
六
時
半
、
目
指
す
工
場
の

方
角
を
見
る
と
、
夕
映
え
の
空
に
黒
い
煙

が
も
う
も
う
と
立
ち
上
が
り
、
こ
れ
ま
で

自
分
が
経
験
し
た
現
場
と
は
ま
る
で
違
う

雰
囲
気
に
緊
張
が
走
り
ま
し
た
。

　

現
場
に
到
着
す
る
と
、
大
き
な
工
場
の

全
面
か
ら
炎
が
吹
き
出
し
、
消
防
署
員
が

懸
命
に
放
水
を
し
て
い
ま
す
。
私
た
ち
は

先
ず
消
防
署
の
ポ
ン
プ
車
に
給
水
す
る
任

務
を
命
じ
ら
れ
ま
し
た
。
消
火
栓
が
使
え

ず
、
運
河
か
ら
給
水
す
る
こ
と
に
し
ま
し

た
が
、
水
面
ま
で
吸
管
一
本
で
届
き
そ
う

に
あ
り
ま
せ
ん
。
柵
を
越
え
、
水
面
近
く

に
ポ
ン
プ
を
下
ろ
し
、
資
機
材
を
手
渡
し

し
て
よ
う
や
く
ポ
ン
プ
車
に
ホ
ー
ス
を
つ

な
ぎ
ま
し
た
。

　

ポ
ン
プ
車
か
ら
一
線
延
長
し
て
工
場
に

入
ろ
う
と
す
る
と
、
足
下
に
た
ま
っ
た
水

は
お
湯
の
よ
う
に
熱
く
、
天
井
か
ら
は
ボ

キ
ボ
キ
と
い
う
音
が
し
ま
す
。
炎
と
熱
で

鉄
骨
が
伸
び
、
ボ
ル
ト
が
折
れ
た
の
で
は

な
い
か
と
恐
怖
を
感
じ
ま
し
た
。
積
み
上

げ
ら
れ
た
合
板
の
山
に
何
度
も
繰
り
返
し

放
水
し
ま
し
た
が
、
燃
え
さ
か
る
炎
の
勢

い
は
い
っ
こ
う
に
衰
え
ま
せ
ん
。

　

ポ
ン
プ
側
で
も
問
題
が
発
生
し
ま
し

た
。可
搬
ポ
ン
プ
は
燃
費
が
悪
く
、二
時
間

で
ガ
ス
欠
に
な
り
ま
す
。そ
こ
で
、別
働
隊

　

支
部
の
操
法
大
会
で
は
指
揮
者
部
門

で
最
優
秀
選
手
賞
を
受
賞
す
る
な
ど
、

コ
ツ
コ
ツ
と
準
備
し
て
結
果
を
出
す
努

力
家
の
一
面
も
あ
り
ま
す
。
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堀　
　

嘉
哉

　

・
由
利
本
荘
市
消
防
団

　
　

副
分
団
長

　

・
勤
続
二
一
年

　

・
会
社
員

が
携
行
缶
を
持
っ
て
消
防
署
に
行
き
、
補

給
し
な
が
ら
の
活
動
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
急
に
ポ
ン
プ
が
左
右
に
暴
れ
始

め
る
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
高
圧
送
水
の

連
続
が
原
因
で
故
障
し
た
よ
う
で
す
。
後

で
知
り
ま
し
た
が
、
長
時
間
送
水
す
る
場

合
、
圧
力
調
整
や
休
憩
が
必
要
だ
っ
た
よ

う
で
す
。
危
険
だ
と
判
断
し
て
ポ
ン
プ
を

停
止
し
、
最
後
ま
で
動
い
て
い
た
の
は
一

台
だ
け
で
し
た
。

　

気
が
つ
く
と
、東
の
空
が
明
る
く
な
り
、

朝
に
な
っ
て
消
防
団
に
撤
収
の
指
示
が
あ

り
ま
し
た
。帰
宅
し
て
仮
眠
を
取
り
ま
し

た
が
、
目
が
覚
め
る
と
全
身
が
筋
肉
痛
で

歩
く
の
も
や
っ
と
で
し
た
。気
を
張
っ
て

い
て
気
づ
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
体
を
酷

使
し
て
い
た
よ
う
で
す
。分
団
長
を
は
じ

め
、
火
災
の
た
め
仕
事
を
休
ん
だ
団
員
の

多
く
は
、
同
僚
か
ら
労
い
の
言
葉
を
か
け

て
い
た
だ
い
た
そ
う
で
す
。消
防
団
の
活

動
を
理
解
し
、
応
援
し
て
く
れ
る
家
族
と

職
場
の
皆
さ
ん
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。

　

火
災
か
ら
数
日
が
経
ち
、疑
問
に
思
っ
た

こ
と
を
分
団
の
先
輩
に
尋
ね
た
と
こ
ろ
、

「
消
防
団
員
実
務
必
携
」と
い
う
本
を
教
え

て
く
れ
ま
し
た
。非
常
に
分
か
り
や
す
い

教
本
で
、
何
度
も
図
書
館
か
ら
借
り
て
は

読
み
、
重
要
な
部
分
は
置
場
に
掲
示
し
ま

し
た
。そ
の
成
果
も
あ
っ
て
、翌
年
に
発
生

し
た
工
場
火
災
で
は
、
ス
ム
ー
ズ
に
ポ
ン

プ
を
運
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

こ
の
火
災
で
う
ま
く
い
か
な
い
こ
と

や
、
怖
い
思
い
を
た
く
さ
ん
し
ま
し
た

が
、
誰
も
ケ
ガ
を
す
る
こ
と
も
な
く
活
動

を
終
え
ら
れ
た
こ
と
が
、
何
よ
り
も
大
切

だ
と
思
い
ま
す
。
こ
の
経
験
を
若
い
団
員

に
語
り
伝
え
、
常
日
ご
ろ
か
ら
心
と
モ
ノ

の
準
備
を
し
て
お
く
こ
と
が
で
き
る
消
防

団
で
あ
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

誰
一
人
欠
け
る
こ
と
な
く
、
家
族
が
待

つ
家
に
帰
る
た
め
に
。

　

「
消
防
活
動
に
思
う
こ
と
」

　

世
間
一
般
的
と
言
っ
て
良
い
の
か
分
か

り
ま
せ
ん
が
、
消
防
団
は
何
と
は
な
く
面

倒
な
活
動
が
多
い
団
体
と
思
わ
れ
て
い
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
そ
う
い
う
私

も
、
多
少
面
倒
だ
な
と
思
っ
て
い
る
部
分

が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
そ
う
は
言
っ
て

も
誰
か
が
や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の

だ
と
認
識
は
し
て
い
ま
す
。

　

私
が
消
防
団
に
入
団
し
た
の
は
、
三
〇

歳
を
過
ぎ
て
か
ら
の
こ
と
で
し
た
。
そ
の

歳
を
聞
く
と
大
方
の
人
は
、
嫌
々
入
団
し

た
の
だ
ろ
う
と
い
う
感
覚
を
お
持
ち
に
な

る
か
と
思
い
ま
す
が
、
実
は
そ
う
い
う
訳

　

災
害
現
場
で
は
常
に
本
部
長
と
し
て

団
員
を
統
率
し
、
被
害
の
拡
大
防
止
や

避
難
の
呼
び
か
け
等
の
た
め
、
昼
夜
を

問
わ
ず
活
動
し
て
い
ま
す
。

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

私
の
父
も
消
防
団
員
で
し
た
。
部
長
の

階
級
ま
で
努
め
た
人
で
し
た
が
、
残
念
な

が
ら
一
身
上
の
都
合
に
よ
り
退
団
し
て
し

ま
い
ま
し
た
。
そ
の
時
私
は
、
ち
ょ
う
ど

高
校
を
卒
業
し
た
頃
で
し
た
。

　

そ
の
後
、
自
宅
に
は
私
を
勧
誘
す
る
た

め
に
、
消
防
団
幹
部
の
方
が
来
て
い
た
こ

と
を
何
と
な
く
覚
え
て
い
ま
す
。し
か
し
、

父
は「
ウ
チ
の
倅
は
消
防
に
入
れ
ん
。」と
、

何
故
か
門
前
払
い
し
て
い
た
よ
う
で
す
。

個
人
的
に
は
消
防
団
活
動
を
し
た
い
と
い

う
か
、す
る
べ
き
と
い
う
か
、私
が
や
ら
な

き
ゃ
と
い
う
意
識
を
持
っ
て
い
た
だ
け

に
、そ
の
当
時
の
父
の
対
応
を
、残
念
に
思

っ
て
い
ま
し
た
。し
か
し
、今
で
は
良
き
理

解
者
で
い
て
く
れ
て
い
ま
す
。

　

私
が
入
団
す
る
直
前
の
我
が
消
防
団

は
、
操
法
要
員
ギ
リ
ギ
リ
の
人
数
で
運
営

さ
れ
て
お
り
ま
し
た
。
そ
ん
な
厳
し
い
状

態
の
中
で
、
私
も
含
め
た
九
人
が
同
時
に

入
団
し
た
こ
と
で
、
一
気
に
欠
員
な
し
の

消
防
団
に
な
り
ま
し
た
。
当
時
私
は
一
番

の
若
輩
者
で
し
た
。

　

九
人
の
構
成
は
と
い
い
ま
す
と
、
青
年

会
の
構
成
員
そ
の
も
の
で
、
消
防
活
動
以

前
か
ら
仲
良
く
し
て
い
た
仲
間
で
し
た
。

入
団
し
て
か
ら
と
い
う
も
の
は
、
青
年
会

活
動
以
上
に
交
流
を
深
め
、
普
段
は
見
る

こ
と
の
な
い
姿
や
行
動
、
違
っ
た
考
え
方

な
ど
、
私
に
と
っ
て
新
鮮
な
も
の
で
、
消

防
団
へ
の
入
団
は
良
い
こ
と
だ
っ
た
と
思

っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
数
に
モ
ノ
を
言
わ
せ
て
と
言
え

ば
語
弊
が
あ
り
ま
す
が
、
古
い
体
制
を
少

し
ず
つ
改
善
す
る
よ
う
に
働
き
か
け
て
い

き
ま
し
た
。
必
要
最
低
限
の
規
律
は
必
要

で
す
が
、
自
由
裁
量
を
大
事
に
し
な
が

ら
、
与
え
ら
れ
た
役
割
を
全
う
す
る
こ
と

が
重
要
だ
と
認
識
し
ま
し
た
。
そ
の
甲
斐

あ
っ
て
今
で
は
、
「
俺
は
い
つ
消
防
に
入

れ
る
の
か
？
」
と
い
う
、
若
い
世
代
か
ら

の
入
団
希
望
の
声
も
あ
り
、
有
難
い
状
態

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
私
の
地
元
で
は
、
地
域
性
な
の

か
、
活
動
に
理
解
を
示
し
て
く
れ
る
家
庭

も
多
く
、
そ
ん
な
苦
も
無
く
活
動
で
き
て

い
ま
す
。
更
に
私
が
勤
務
し
て
い
る
会
社

は
、
消
防
団
活
動
に
理
解
を
示
し
て
く
れ

て
お
り
、
火
災
、
自
然
災
害
、
捜
索
活
動

の
際
に
は
、
特
別
有
給
休
暇
が
適
用
さ
れ

る
と
い
う
有
難
い
環
境
で
す
。
自
慢
話
で

申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
。
前
置
き
が
随
分
長

く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

さ
て
、
気
軽
に
入
れ
る
消
防
団
に
す
る

に
は
ど
う
あ
る
べ
き
か
？
消
防
団
活
動
に

興
味
を
持
っ
て
も
ら
う
に
は
ど
う
す
る
べ

き
か
？
人
と
の
交
流
に
興
味
の
な
い
若
者

が
増
え
て
い
る
こ
の
ご
時
世
で
は
あ
り
ま

す
が
、
実
は
そ
こ
そ
こ
若
者
は
い
る
の
で

す
。

　

新
し
い
従
事
方
法
を
積
極
的
に
開
発
・

導
入
し
、
変
わ
ら
な
け
れ
ば
い
け
な
い
の

は
、
企
業
や
我
々
消
防
団
自
身
の
あ
り

方
・
考
え
方
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

そ
れ
に
よ
っ
て
、
消
防
団
に
入
り
た
い
と

思
っ
て
も
ら
う
環
境
を
整
え
る
こ
と
が
重

要
だ
と
考
え
ま
す
。
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今
野　

昭
一

　

・
大
仙
市
消
防
団

　
　

班
長

　

・
勤
続
二
八
年

　

・
会
社
員

　

誠
実
か
つ
温
厚
な
人
柄
で
あ
る
と
と

も
に
、
所
属
分
団
で
は
持
ち
前
の
ユ
ー

モ
ア
を
生
か
し
、
団
員
相
互
の
融
和
を

図
る
た
め
の
企
画
を
担
当
し
て
い
ま

す
。

　

更
に
は
中
学
、
高
校
と
い
う
学
生
時
代

に
地
域
の
方
々
と
交
流
す
る
必
要
が
あ
る

の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
小
学
生
の

頃
は
、
親
子
共
々
年
中
行
事
が
あ
り
、
い

ろ
ん
な
こ
と
に
親
し
み
ま
す
が
、
思
春
期

を
迎
え
る
中
学
、
高
校
時
代
に
は
、
部
活

動
が
忙
し
く
な
る
な
ど
、
社
会
活
動
か
ら

離
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
よ
う
に
思
い
ま

す
。
そ
こ
が
改
善
す
る
べ
き
所
な
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
？

　

そ
う
い
う
私
た
ち
も
、
そ
ろ
そ
ろ
父
が

退
団
し
た
年
代
に
さ
し
か
か
ろ
う
と
し
て

い
ま
す
。
我
々
が
考
え
な
け
れ
ば
い
け
な

い
こ
と
は
、
地
域
社
会
と
の
繋
が
り
を
次

の
世
代
へ
伝
え
て
い
く
こ
と
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

　

「
お
も
し
れ
ど
消
防
団
」

　

二
年
前
、
私
は
還
暦
を
過
ぎ
て
無
謀
に

も
小
型
ポ
ン
プ
操
法
に
挑
戦
し
ま
し
た
。

こ
の
年
は
二
年
に
一
度
の
全
国
大
会
が
開

催
さ
れ
る
年
で
も
あ
り
、
我
が
大
曲
支
団

第
八
分
団
か
ら
も
全
国
大
会
を
目
指
し
私

を
含
め
五
人
の
精
鋭
が
大
曲
地
域
消
防
訓

練
大
会
小
型
ポ
ン
プ
操
法
の
部
へ
出
場
す

る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
平
均
年
齢
六
〇
歳

の
名
付
け
て
Ｇ
５
軍
団
で
す
。
こ
の
Ｇ
５

軍
団
は
、
酒
飲
み
の
席
で
「
孫
に
か
っ
こ

い
い
ど
ご
見
せ
て
や
る
べ
」
「
仲
間
の
団

員
を
善
光
寺
参
り
に
連
れ
て
い
く
べ
」
と

話
が
盛
り
上
が
り
、
孫
が
同
級
生
の
ジ
ジ

達
で
組
ん
だ
チ
ー
ム
で
し
た
。
し
か
し
、

そ
れ
が
ど
ん
な
に
無
謀
だ
っ
た
か
、
私
た

ち
は
後
に
知
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

　

早
朝
の
練
習
。
回
を
重
ね
る
と
身
体
は

悲
鳴
を
上
げ
始
め
ま
し
た
。
私
が
チ
ー
ム

の
み
ん
な
に
「
わ
り
ー
な
、
み
ん
な
を
巻

き
込
ん
で
」
と
声
を
か
け
る
と
「
な
ん
も

だ
。
頑
張
る
べ
」
と
言
っ
て
く
れ
ま
し

た
。
そ
の
よ
う
に
し
な
が
ら
Ｇ
５
軍
団
は

足
を
引
き
ず
り
、
腰
を
曲
げ
な
が
ら
も
練

習
に
励
み
ま
し
た
。

　

大
会
当
日
・
Ｇ
５
軍
団
の
登
場
。
ヘ
ル

メ
ッ
ト
を
取
ら
な
け
れ
ば
、
み
ん
な
若
く

見
え
ま
す
。
私
は
指
揮
者
と
し
て
Ｇ
５
軍

団
を
一
心
不
乱
に
指
揮
し
ま
し
た
。
そ
し

て
、
最
後
に
私
の
「
わ
か
れ
！
」
の
号

令
。
約
一
ヶ
月
練
習
し
た
Ｇ
５
軍
団
の
夏

は
終
わ
り
ま
し
た
。
成
績
は
決
し
て
良
い

も
の
で
は
な
く
全
国
大
会
出
場
の
夢
は
か

な
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
Ｇ
５
軍
団
の
全

員
の
顔
は
や
り
き
っ
た
充
実
感
に
満
ち
あ

ふ
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、
孫
た
ち
か

ら
の
「
ジ
ジ
、
か
っ
こ
よ
か
っ
た
よ
」
の

言
葉
が
メ
ダ
ル
よ
り
も
重
く
何
よ
り
も
嬉

し
い
も
の
で
し
た
。

　

ま
た
、
消
防
団
活
動
と
は
別
で
す
が
、

消
防
団
の
仲
間
に
助
け
ら
れ
感
動
し
た
出

来
事
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
は
静
岡
に
住

む
私
の
い
と
こ
の
こ
と
で
す
。
金
欠
病
の

い
と
こ
は
、
結
婚
式
を
挙
げ
る
こ
と
は
で

き
な
い
け
れ
ど
、
せ
め
て
入
籍
は
亡
き
父

親
の
出
身
地
で
あ
る
大
曲
で
し
た
い
と
い

う
願
い
を
持
っ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
事
を

消
防
団
の
仲
間
に
話
し
た
と
こ
ろ
、
仲
間

た
ち
は
「
ヨ
シ
、
結
婚
式
や
っ
て
や
る

べ
」
「
火
事
は
消
し
て
も
、
愛
の
炎
は
消

さ
れ
ね
」
と
即
決
ま
り
、
み
ん
な
で
手
分

け
し
て
の
結
婚
式
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
「
み
ん
な
、
あ
り
が
と
う
。
」
そ

の
時
、
頬
に
熱
い
も
の
が
伝
わ
っ
て
く
る

の
が
わ
か
り
ま
し
た
。
困
っ
て
い
る
時
は

お
互
い
助
け
合
う
団
結
力
。
こ
れ
が
、
ま

た
え
ん
だ
な
消
防
団
。

　

し
か
し
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
楽
し
い

こ
と
ば
か
り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
行
方
不

明
者
の
捜
索
。
火
災
現
場
へ
の
出
動
。
本

当
に
つ
ら
い
場
面
で
し
た
。
遺
体
発
見
に

泣
き
崩
れ
る
家
族
。
我
が
家
が
炎
に
包
ま

れ
絶
叫
す
る
住
人
。
私
た
ち
消
防
団
は
、

消
火
活
動
を
終
え
た
あ
と
は
、
た
だ
そ
の

家
族
を
慰
め
、
一
緒
に
悲
し
み
を
分
か
ち

合
う
こ
と
し
か
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

そ
し
て
、
自
然
災
害
に
も
立
ち
向
か
い

ま
し
た
。
昨
年
、
大
曲
の
花
火
大
会
の
二

日
前
か
ら
大
雨
に
よ
り
桟
敷
席
が
水
没
し

ま
し
た
。
現
場
は
誰
も
が
開
催
は
無
理
だ

と
思
う
よ
う
な
状
況
で
し
た
。
関
係
者
に

混
じ
り
消
防
団
が
一
丸
と
な
っ
て
清
掃
作

業
に
取
り
組
ん
で
、
そ
し
て
、
や
り
遂
げ

ま
し
た
。
本
当
に
み
ん
な
よ
く
頑
張
っ
た

と
思
い
ま
す
。
消
防
団
魂
こ
こ
に
あ
り
で

す
。

　

少
子
高
齢
化
が
進
む
な
か
、
私
た
ち
の

分
団
も
高
齢
化
が
進
ん
で
い
ま
す
。
ま

た
、
私
の
住
む
地
区
で
も
顔
を
知
ら
な
い

人
が
増
え
て
き
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
時
、

若
い
人
が
消
防
団
に
入
っ
て
く
れ
れ
ば
世

代
を
越
え
て
色
ん
な
付
き
合
い
が
で
き
る

と
思
っ
て
い
ま
す
。
私
が
入
団
し
た
時
、

先
輩
た
ち
か
ら
い
ろ
い
ろ
教
わ
っ
た
よ
う

に
、
今
度
は
私
た
ち
が
若
い
人
た
ち
に
伝

え
る
番
で
す
。

　

ど
う
か
、
若
い
人
た
ち
一
緒
に
消
防
団

や
ら
ね
が
。
お
も
し
れ
ど
、
消
防
団
。
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平
成
三
〇
年
九
月
九
日（
日
）、
秋
田
拠

点
セ
ン
タ
ー
ア
ル
ヴ
ェ
一
階
き
ら
め
き
広

場
に
お
い
て
、
「
知
ろ
う 
学
ぼ
う 

楽
し

も
う
！ 

も
し
も
の
た
め
に
」
を
テ
ー
マ

に
、
救
急
フ
ォ
ー
ラ
ム
二
〇
一
八
（
秋
田

県
医
師
会
主
催
）
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

会
場
は
家
族

連
れ
で
賑
わ
い

救
急
出
動
や
一

一
九
番
通
報
な

ど
の
体
験
型
ワ

ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

に
た
く
さ
ん
の

子
供
た
ち
が
参

加
し
ま
し
た
。

　

消
防
か
ら
は

救
急
救
命
士
や
救
急
隊
員
に
加
え
て
、
女

性
消
防
団
員
と
防
災
カ
レ
ッ
ジ
サ
ポ
ー
タ

ー（
大
学
生
に
よ
る
機
能
別
団
員
）が
各
ワ

ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

の
運
営
に
参
加

し
ま
し
た
。

　

応
急
手
当
指

導
員
の
資
格
を

も
つ
女
性
団
員

や
日
本
赤
十
字

秋
田
看
護
大
学

の
学
生
団
員
は

「
心
肺
蘇
生
法

建　物
林　野
車　輛
その他
合　計
死者数
負傷者数

-14
1
7
7
1

-  5
-35

2
0
1

-  2
1
0

-  1

166
19
30
51
266
24
77

130
19
24
47
220
17
65

10
0
3
3
16
0
7

116
20
31
54
221
12
30

12
0
4
1
17
0
6

平成30年 平成29年 同期比較
9月 累計 累計9月 年計 9月 累計

火災の発生状況 （速報値）
（秋田県総合防災課調べ）

救
急
フ
ォ
ー
ラ
ム
二
〇
一
八
を
開
催

〜
女
性
団
員
と
機
能
別
団
員
が
活
躍
〜

と
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
用

方
法
」
や
「
日
用

品
を
使
用
し
た
応

急
手
当
」
を
学
ぶ

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

で
、
日
頃
の
訓
練

や
学
業
の
成
果
を

発
揮
、
国
際
教
養

大
学
の
学
生
団
員

は
「
英
語
で
救
命

講
習
」
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
、
持
ち
前

の
語
学
力
を
生
か
し
て
外
国
人
と
の
緊
急

時
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
と
り
方
を

子
供
た
ち
に
伝
え
て
い
ま
し
た
。

　

今
回
の
イ
ベ
ン
ト
で
は
、
団
員
が
そ
れ

ぞ
れ
の
特
性

や
能
力
を
活

用
し
て
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ

の
運
営
に
参

画
し
、
来
場

し
た
皆
さ
ん

の
救
急
医
療

に
対
す
る
理

解
と
認
識
を

深
め
る
と
同

時
に
、
多
く
の
子
供
た
ち
に
関
心
を
も
っ

て
も
ら
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

秋
田
市
消
防
で
は
今
後
も
、
地
域
の
基

本
団
員
の
活
性
化
は
も
と
よ
り
、
女
性
団

員
や
機
能
別
団
員
の
能
力
開
発
に
力
を
入

れ
、
団
員
の
活
躍
の
場
を
広
げ
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

（
情
報
提
供
＝
秋
田
市
支
部
）


